
会
い
に
行
こ
う
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
』

と
は
、
「
生
（
き
）
の
ま
ま
の

芸
術
」と
訳
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス

語
で
、正
規
の
美
術
教
育
を
受

け
た
経
験
の
な
い
人
々
が
創

る
、何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な

い
独
創
的
な
美
術
作
品
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
現
在
、
滋
賀

県
が
誇
る
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ

ッ
ト
作
品
を
大
津
市
・
滋
賀

銀
行
本
店
営
業
部（
１
階
ロ
ビ

ー
）
、
長
浜
市
・
尾
上
温
泉
旅

館
紅
鮎（
旅
館
内
）、草
津
市
・

イ
オ
ン
モ
ー
ル
草
津
（
１
階

「
Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
」前
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
横
）
ほ
か
、
県
内
18

か
所
（
平
成
29
年
度
）
で
展
示

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
先：

滋
賀
県
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課

０
７
７
ー
５
２
８
ー
３
３
４
０

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.p

re
f.sh

ig
a
.lg

.jp
/c/k

e
m
m
in
-

s/artb
ru

t_/artb
ru

t1
.h
tm

l

・
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
携
わ
る
美
術
、
福
祉
、

医
療
、
行
政
等
各
分
野
の
交
流
を
促
進
し
、
情
報
発

信
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

を
支
え
る
環
境
全
体
の
底

上
げ
を
図
り
、
そ
の
動
き

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
平
成
25
年
２
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
入
会
す
る
と
こ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

★
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
情
報
交
換
会
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
主
催
す
る
会
員
向
け
の
催
し
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
た
方
に
は
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
最
新
情
報
を
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
お
届
け
し
ま
す
。

★
会
費
無
料

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.p
ref.sh

iga.lg.jp
/a/kikaku

/art-

b
ru

t/n
etw

o
rk.h

tm
l

●
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

滋
賀
県
で
は
県
が
選
定
し
た
施
設
に
つ
い
て
、

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、
公
共
施
設
な
ど
に
企

業
名
や
商
品
名
な
ど
の
愛
称
を
付
け
る
権
利
の
こ

と
で
す
。
愛
称
を
付
け
て
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
を

進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
施
設
の
知
名
度
を
活

か
す
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

県
内
文
化
施
設
で
は
、
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ

湖
ホ
ー
ル
の
大
中
小
各
ホ
ー
ル
（
大
津
市
）
、
滋
賀

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
小

劇
場
（
米
原
市
）
、
滋
賀
県
希
望
が
丘
文
化
公
園
の

陸
上
競
技
場
（
野
洲
市
）
、
滋
賀
県
立
青
少
年
宿
泊

研
修
所
（
竜
王
町
）
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
募
集

中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
契
約
金
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
施
設
改
修
等
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ
先：

滋
賀
県
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課

０
７
７
ー
５
２
８
ー
３
３
４
１

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.p
ref.sh

iga.lg.jp
/gyo

kaku
/n
r/t

o
ku

tei.h
tm

l
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滋
賀
県
文
化
情
報

『
え
ん
む
す
び
』
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●
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ

空
想
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
２
０
１
６

ー
近
江
の
か
た
ち
を

明
日
に
つ
な
ぐ
ー
」
に
つ
い
て

成
安
造
形
大
学
【
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
】

玉
置
　
慎
輔

成
安
造
形
大
学
「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
」
で
は
、

２
０
１
５
年
と
２
０
１
６
年
に
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ

空
想

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
ー
近
江
の
か

た
ち
を
明
日
に
つ
な
ぐ
ー
」
と
題
し
た
展
覧
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
時
、
滋
賀
県

の
魅
力
を
発
信

し
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
湖
と
、陸
と
、

人
々
と
。
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ

Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
を

滋
賀
県
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し

て
推
進
し
た
ｇ
ｒ
ａ
ｆ
代
表
の
服
部
滋
樹
氏
に
監

修
し
て
い
た
だ
き
、
滋
賀
県
内
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
歴
史
、
文
化
、
民
俗
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
現
代
美

術
の
要
素
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
展
覧
会
と
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
６
年
の
展
覧
会
で
は
、
「
み
え
な

い
遺
産
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
７
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

わ
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

展
覧
会
で
は
、
近
江
学
研
究
所
と
ｇ
ｒ
ａ
ｆ
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
比
叡
山
を
中
心
に
行
わ
れ
る

千
日
回
峰
行
の
道
程
マ
ッ
プ
を
滋
賀
県
産
の
丸
太

や
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
本
学
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

設
け
た
＝
写
真
①
＝
ほ
か
、葛
川
明
王
院
の
本
堂
で

行
わ
れ
る
「
太
鼓
ま
わ
し
」
を
外
山
央
氏
に
よ
り
サ

ウ
ン
ド
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
表
現
し
ま

し
た
。
ま
た
、
琵
琶
湖
に
突
き
出
た
棹
か
ら
飛
び
降

り
る
「
伊
崎
寺
の
棹
飛
び
」
の
棹
を
、
滋
賀
県
の
木

材
「
び
わ
湖
材
」
を
使
用
し
て
実
寸
大
で
制
作
し
ま

し
た
＝
②
。
天
台
に
伝
わ
る
行
の
三
大
聖
地
を
中
心

と
し
た
展
覧
会
を
通
し
て
、
滋
賀
県
の
隠
れ
た
潜
在

力
を
未
来
へ
繋
げ
、
ま
た
県
外
へ
海
外
へ
と
発
信
す

る
カ
タ
チ
と
し
て
提
示
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
学
生
た
ち
が
「
日
本
遺
産
滋
賀
・
び

わ
湖
」
に
選
定
さ
れ
た
県
内
各
所
を
リ
サ
ー
チ
し
、

そ
れ
ら
を
広
く
発
信
す
る
た
め
に
、
彼
ら
な
り
の
手

法
で
再
編
集
し

た
ポ
ス
タ
ー
作

品
を
展
示
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、

「
太
鼓
ま
わ
し
」

を
ヒ
ン
ト
に
開

催
し
た
子
ど
も

向
け
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が

日
常
品
に
絵
の

具
を
つ
け
、
白
い

紙
の
上
で
思
う
存
分
回
し
描
い
た
絵
画
を
制
作
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
異
な
る
使
い
方
を
す
る
こ

と
で
物
事
を
別
の
視
点
で
観
察
す
る
体
験
を
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
た
ち

が「
針
江
・
か
ば
た
」を
リ
サ
ー
チ
し
た
結
果
、「
食
」

を
通
し
て
滋
賀
の
恵
み
を
五
感
で
感
じ
味
わ
う
こ

と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
滋
賀
県

の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
料
理
を
並
べ
る
各
テ
ー
ブ
ル
に
段
差
を
つ

け
上
流
か
ら
下
流
へ
流
れ
る
か
ば
た
の
水
の
循
環

を
表
現
し
、
針
江
で
撮
影
し
た
映
像
と
音
声
を
流
し

て
空
間
を
演
出
し
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
人
間
と
自
然
が
一
体
と

な
る
瞬
間
に
注
目
し
た
、
様
々
な
滋
賀
の
「
み
え
な

い
遺
産
」
を
新
し
い
視
点
で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

滋賀県の文化

M
ade in S

higa
- 

身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

①

②
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●
描
き
続
け
た
「
結
婚
式
」

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員

古
沢
　
ゆ
り
あ

「
結
婚
式
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
絵
は
、
段
ボ
ー
ル
紙
に
赤

鉛
筆
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
作
者
の
小
幡
正
雄
（
１
９
４

３
～
２
０
１
０
）
は
、
１
９
８
９
年
か
ら
暮
ら
し
た
神
戸

の
障
害
者
支
援
施
設
ひ
ふ
み
園
で
、
給
食
室
か
ら
段
ボ
ー

ル
を
集
め
て
は
夜
に
ベ
ッ
ド
で
絵
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

そ
の
絵
の
多
く
は
、
彼
の
人
生
で
か
な
う
こ
と
の
な
か
っ

た
光
景
を
投
影
す
る
か
の
よ
う
に
、
結
婚
式
の
場
面
や
男

女
と
子
ど
も
か
ら
な
る
家
族
を
描
い
た
も
の
で
す
。

当
初
は
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
彼
の
絵
で
す
が
、

や
が
て
美
術
家
や
美
術
館
学
芸
員
の
目
に
留
ま
り
、
人
の

心
を
打
つ
魅
力
を
持
っ
た
絵
と
し
て
、
展
覧
会
に
展
示
さ

れ
た
り
、
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

彼
の
よ
う
に
プ
ロ
の
芸
術
家
で
は
な
く
自
ら
の
内
な

る
欲
求
の
も
と
に
制
作
す
る
人
た
ち
の
作
品
は
、近
年
、ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
や
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
小
幡
正
雄
が
亡
く
な

る
と
、
残
さ
れ
た
千
点
を
超
え
る
数
の
絵
画
の
う
ち
、
50

点
が
昨
年
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
の
所
蔵
と
な
り
ま
し

た
。

滋賀県の文化

アートのみかた
−滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに−

小幡正雄「結婚式」　　色鉛筆・段ボール紙　制作年不詳　２８.１×３７.２cm 滋賀県立近代美術館所蔵
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●
「
び
わ
湖
リ
ン
グ
」
進
行
中

び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部

チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

舘
脇
　
昭

び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
は
、
２
０
１
７
年
度
よ
り
、
ワ
ー

グ
ナ
ー
の「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
」四
部
作（
リ
ン
グ
）

の
上
演
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
26
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
さ
せ
た
、
序
夜
と
三
夜
か
ら

な
る
四
部
作
で
構
成
さ
れ
た
舞
台
祝
祭
劇
で
、
上
演
に

は
約
15
時
間
、
少
な
く
と
も
四
日
間
を
要
す
る
長
大
な

作
品
で
す
。
序
夜
《
ラ
イ
ン
の
黄
金
》
、
第
一
夜
《
ワ
ル

キ
ュ
ー
レ
》
、
第
二
夜
《
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
》
、
第
三
夜

《
神
々
の
黄
昏
》
の
四
作
を
１
年
に
１
作
品
ず
つ
上
演

し
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
完
結

さ
せ
る
４
年
が
か
り
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
び
わ
湖

リ
ン
グ
」
を
進
行
中
で
す
。

２
０
１
７
年
３
月
に
上
演
し
た《
ラ
イ
ン
の
黄
金
》で

は
、
世
界
を
支
配
で
き
る
指
環
が
作
ら
れ
た
経
緯
と
指

環
を
巡
る
争
い
の
発
端
と
な
る
物
語
を
、
最
先
端
の
映

像
と
照
明
を
駆
使
し
、
お
よ
そ
１
６
０
年
前
に
ワ
ー
グ

ナ
ー
が
作
曲
し
た
際
に
思
い
描
い
た
で
あ
ろ
う
舞
台
を

楽
譜
に
忠
実
に
再
現
し
、
リ
ア
ル
で
分
か
り
易
い
演
出

で
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
３
月
に
は
、
四
部
作
の
な
か
で
も
絶
大

な
人
気
を
誇
る
《
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
》（
全
３
幕
／
原
語
上

演
・
日
本
語
字
幕
付
）を
上
演
し
ま
す
。第
３
幕
に
演
奏

さ
れ
る「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
騎
行
」は
四
部
作
の
中
で
最

も
有
名
な
曲
で
、「
地
獄
の
黙
示
録
」
を
は
じ
め
多
く
の

映
画
音
楽
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
９
人
の
ワ
ル
キ
ュ
ー

レ
達
が
天
馬
で
天
空
を
駆
け
る
シ
ー
ン
や
炎
の
登
場
す

る
場
面
な
ど
を
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
一
級
の
歌
手
陣
と
演
出
に
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
ン

ペ
を
迎
え
、沼
尻
竜
典
の
指
揮
に
よ
り
、決
定
版
と
も
い

う
べ
き
舞
台
を
お
贈
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な

く
！

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

ワ
ー
グ
ナ
ー
《
ラ
イ
ン
の
黄
金
》
公
演
（
２
０
１
７

３
月
／
＠
び
わ
湖
ホ
ー
ル
）

●
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方

シ
リ
ー
ズ
で
楽
し
む

映
画
で
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
三
部
作
が
あ
る
よ
う

に
、
オ
ペ
ラ
の
世
界
で
も
シ
リ
ー
ズ
物
と
し
て

《
リ
ン
グ
》
四
部
作
の
他
に
、
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
三

部
作
《
セ
ヴ
ィ
リ
ャ
の
理
髪
師
》・《
フ
ィ
ガ
ロ
の

結
婚
》・《
罪
あ
る
母
》
、
切
り
口
は
違
い
ま
す

が
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
三
部
作
《
外
套
》・《
修
道
女

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
》・《
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
》
な

ど
魅
力
的
な
作
品
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

公
演
に
恵
ま
れ
た
時
は
見
逃
さ
ず
、
ぜ
ひ
、
聴
き

比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

≪ワルキューレ≫全３幕
原語上演・日本語字幕付

日　時 2018年3月3日（土）・4日（日）
両日14:00開演

会　場 びわ湖ホール大ホール
指　揮 沼尻竜典（びわ湖ホール芸術監督）
演　出 ミヒャエル・ハンペ
出　演 ジークムントにアンドリュー・リチャーズ、

望月哲也ほか
管弦楽 京都市交響楽団
チケット 3月3日は完売、

4日（日）はS席(16,000円)、A席(13,000円)
のみ（残席僅少）


